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K A T A S H I N A

も
　
く
　
じ 区 対 抗 リ レ ー

プログラムでは最終でしたが、応援の客席は帰り支
度もせず地元選手に声援を送りました。（9/19）

・・
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九
月
十
一
日
（
土
）、
渋
川
市
で

開
催
さ
れ
た
平
成
十
六
年
度
群
馬
県

体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
に
お
い

て
、
越
本
の
入
澤
巨
木
さ
ん
が
群
馬

県
体
育
指
導
委
員
協
議
会
特
別
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
五

年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
体
育
指
導
委

員
と
し
て
本
村
の
社
会
体
育
振
興
に

尽
力
さ
れ
る
と
と
も
に
、
利
根
郡
連

絡
協
議
会
会
長
、
群
馬
県
協
議
会
会

長
等
を
歴
任
さ
れ
、
現
在
も
群
馬
県

協
議
会
顧
問
と
し
て
活
躍
中
で
す
。

今
後
も
本
村
の
社
会
体
育
の
振
興
、

発
展
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
こ
と

を
ご
期
待
い
た
し
ま
す
。

オ
イ
を
守
る
会
が
白
根
山
の
シ
ラ
ネ

ア
オ
イ
復
元
の
た
め
の
種
子
採
取
作

業
を
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
守
る
会
の
メ
ン
バ
ー
を
始

め
県
立
尾
瀬
高
校
生
徒
や
日
本
製
紙

か
ら
参
加
し
た
ボ
ラ
テ
ィ
ア
の
人
た

ち
約
七
十
人
が
白
根
山
五
色
山
付
近

の
生
育
地
か
ら
種
を
採
取
し
ま
し

た
。
採
取
さ
れ
た
種
は
麓
で
育
苗
さ

れ
、
何
年
か
先
に
白
根
山
の
弥
陀
ヶ

池
の
西
側
斜
面
に
移
植
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
種
子
採
取
と
並
行
し
て
村

内
の
自
然
公
園
指
導
員
と
尾
瀬
高
校

生
が
昨
年
に
引
き
続
き
山
頂
付
近
の

登
山
道
沿
い
に
、
植
生
保
護
の
た
め

の
ロ
ー
プ
柵
を
設
置
し
ま
し
た
が
、

あ
い
に
く
の
強
風
で
予
定
の
作
業
は

す
べ
て
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
来
年
度
も
作
業
は
行
わ
れ
る
の

で
一
安
心
で
す
。

九
月
十
四
日
（
火
）
に
シ
ラ
ネ
ア

九
月
十
八
日
（
土
）、
十
九
日

（
日
）
群
馬
県
庁
県
民
広
場
・
県
民

ホ
ー
ル
で
「
ぐ
ん
ま
の
山
村
・
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
フ
ェ
ア
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
山
村
の
自
然
・
文

化
・
産
業
の
紹
介
や
、
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
Ｐ
Ｒ
を
通
じ
て
、
山
村

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
自
慢
　
て
ん
こ
盛
り
」

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
会
場
で

は
農
産
物
や
加
工
品
な
ど
の
展
示
即

売
や
実
演
・
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
、

家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

片
品
村
か
ら
は
観
光
Ｐ
Ｒ
の
他
、

展
示
即
売
に
片
品
農
協
と
尾
瀬
ド
ー

フ
が
参
加
し
ま
し
た
。

ぐ
ん
ま
の
山
村
・
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
フ
ェ
ア
に

参
加
し
ま
し
た

白
根
山
の
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

種
子
採
取
作
業
を
実
施

ニ
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ー
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今
月
は
、
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
で
摺

渕
の
千
明
政
夫
さ
ん
か
ら
「
市
町
村

合
併
に
お
け
る
三
つ
の
質
問
」
と
い

う
こ
と
で
情
報
を
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
書
い
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
緑
字
が
、
千
明
政
夫
さ
ん
質
問
文

で
す
）

一
　
合
併
を
し
な
い
と
地
方
交
付
税

が
減
額
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
ほ
ん

と
う
で
す
か
。

市
町
村
合
併
と
地
方
交
付
税
が

毎
年
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
別

の
問
題
で
す
。
地
方
交
付
税
が
毎

年
減
少
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
今

政
府
は
長
引
く
景
気
の
低
迷
の
た

め
非
常
な
財
政
難
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
で
は
「
三
位
一
体
の
改
革
」

の
中
で
交
付
税
の
改
革
を
進
め
て

い
ま
す
。
地
方
歳
出
の
見
直
し
抑

制
を
図
り
、
財
源
不
足
額
の
圧
縮

を
通
じ
て
交
付
税
総
額
の
抑
制
に

努
め
、
そ
の
財
源
保
障
機
能
の
縮

小
を
図
っ
た
り
、
算
定
方
法
の
見

直
し
を
強
化
す
る
も
の
と
思
わ

れ
、
さ
ら
に
厳
し
さ
が
増
す
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
合
併
し
て

も
、
し
な
く
て
も
減
少
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

二
　
群
馬
県
内
で
た
だ
一
村
、
当
村

は
国
の
豪
雪
地
帯
特
別
指
定
地
区
に

第
五
十
九
回
国
民
体
育
大
会
秋
季

大
会
の
ク
レ
ー
射
撃
に
山
崎
義
哉
さ

ん
と
倉
田
博
さ
ん
が
群
馬
県
選
手
と

し
て
出
場
い
た
し
ま
す
。

彩
の
国
ま
ご
こ
ろ
国
体
秋
季
大
会

（
埼
玉
国
体
）
は
、
十
月
二
十
三
日

か
ら
二
十
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
長

瀞
町
の
長
瀞
総
合
射
撃
場
で
ク
レ
ー

射
撃
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

山
崎
義
哉
さ
ん
は
、
一
昨
年
の
高

知
国
体
、
昨
年
の
静
岡
国
体
に
続
き

三
年
連
続
の
出
場
と
な
り
ま
す
。

倉
田
博
さ
ん
は
、
群
馬
県
の
強
化

選
手
と
し
て
県
内
外
の
公
式
戦
や
関

東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
出
場
し
、
好
成

績
で
国
体
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

お
二
人
の
御
健
闘
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

鎌
田
の
山
崎
義
哉
さ
ん

東
小
川
の
倉
田
博
さ
ん

国
民
体
育
大
会
出
場

受

賞

群
馬
県
体
育
指
導
委
員
協
議
会

特
別
表
彰
受
賞

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会

山崎義哉さん倉田　博さん
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花
の
駅
で
村
民
パ
ス

ポ
ー
ト
を
発
売

九
月
二
十
九
日
（
水
）
鎌
田
児
童

館
で
第
四
回
寿
大
学
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
は
手
工
芸
品
づ
く
り
と
い
う

こ
と
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
な
で
し
こ
の

会
」
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
講
師
を

代
表
の
後
藤
さ
ん
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト

に
会
の
方
一
名
を
お
願
い
し
て
、
十

月
十
六
日
に
開
催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で
応
援
に
使

用
す
る
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
ま
し
た
。

片
品
の
花
で
あ
る
水
芭
蕉
を
モ
チ

ー
フ
に
フ
ェ
ル
ト
を
材
料
に
し
た
応

援
グ
ッ
ズ
で
す
。
学
級
生
は
ハ
サ
ミ

を
器
用
に
使
い
各
自
少
し
づ
つ
違
い

が
あ
る
水
芭
蕉
の
形
に
仕
上
げ
、
十

月
十
六
日
の
応
援
に
備
え
作
品
を
持

っ
て
行
き
ま
し
た
。

寿
大
学
「
手
工
芸
品
作
り
」

で
き
な
い
歩
き
方
や
運
動
が
で
き
ま

す
。ま

ず
、
体
を
水
に
慣
ら
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
音
楽
に
合
わ
せ
、
水
と
親

し
ん
で
運
動
を
し
ま
し
た
。
最
後
は
、

ヌ
ー
ド
ル
を
使
い
水
に
ぷ
か
ぷ
か
浮

き
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
水
の
中
で

楽
し
く
運
動
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

次
回
は
、
十
月
二
十
二
日
に
「
ヨ

ガ
」
を
実
施
し
ま
す
。

利
根
村
温
水
プ
ー
ル
に
お
い
て
、

水
中
で
の
有
酸
素
運
動
を
行
い
ま
し

た
。
泳
げ
な
い
人
で
も
水
中
の
運
動

は
可
能
で
す
。
水
の
中
で
は
浮
力
の

お
か
げ
で
体
が
軽
く
な
り
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
っ
て
、
陸
上
で
は
体
験

「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
ビ
ー
ズ
を
つ

く
ろ
う
」
と
い
う
題
材
の
科
学
教
室

を
実
施
し
ま
し
た
。
片
品
村
・
利
根

村
の
人
だ
け
で
な
く
、
他
の
市
町
村

の
人
の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
切
り
、
ペ
ン
で

い
ろ
い
ろ
な
色
を
塗
り
、
オ
ー
ブ
ン

ト
ー
ス
タ
ー
で
熱
し
て
ビ
ー
ズ
を
つ

く
り
ま
し
た
。
切
り
方
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
材
質
な
ど
に
よ
り
よ
く
で
き

る
も
の
と
そ
う
で
な
い
も
の
が
あ
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
最
後
に
パ
ッ

ク
を
使
い
プ
レ
ー
ト
を
作
り
ま
し

た
。
二
時
間
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
自
分
で
作
っ
た
き
れ

い
な
ビ
ー
ズ
を
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

「
水
中
エ
ア
ロ
ビ
」９月

22
日

子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

「
お
も
し
ろ
科
学
教
室
」

９
月
24
日

十
月
一
日
よ
り
、
花
の
駅
・
片
品

で
、「
村
民
入
浴
パ
ス
ポ
ー
ト
」
が

発
売
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
村
民
サ
ー

ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
多
く
の

村
民
の
方
々
に
数
多
く
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
の
考
え
に
よ
り
導
入

さ
れ
た
も
の
で
す
。
し
た
が
い
ま
し

て
、
ご
利
用
は
村
内
に
住
所
を
有
す

る
方
に
限
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

３
ヶ
月
券
と
６
ヶ
月
券
の
２
種
類

が
あ
り
、
価
格
は
、
３
ヶ
月
券
三
千

九
百
円
、
６
ヶ
月
券
七
千
円
（
小
人

は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
）
と
、
週
に
一
度

以
上
来
館
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
は
か

な
り
お
得
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

花
の
駅
・
片
品

「
花
咲
の
湯
」

1
（
２
０
）
７
１
１
１

第
十
四
回
片
品
村
子
ど
も
会
ハ
イ

キ
ン
グ
が
九
月
二
十
六
日
（
日
）
に

開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
足
尾
銅
山
と
富
弘
美
術
館

を
見
学
し
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
は

子
ど
も
会
、
育
成
会
併
せ
て
七
七
名

で
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
会
員
並
び
に
保

護
者
・
役
員
の
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
。

第
十
四
回
子
ど
も
会

ハ
イ
キ
ン
グ

な
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
有
利
な

助
成
を
受
け
て
い
る
と
聞
い
て
い
る

が
、
合
併
す
る
と
そ
の
指
定
が
な
く

な
り
、
除
雪
等
が
不
便
に
な
る
恐
れ

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
。

豪
雪
地
帯
対
策
特
別
措
置
法
に

よ
り
、
特
別
指
定
地
区
に
は
地
方

債
、
補
助
金
等
の
支
援
制
度
は
あ

り
ま
す
が
、
地
方
債
に
つ
い
て
は

過
疎
債
の
方
が
有
利
な
た
め
現
在

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
補
助
金
に
つ

い
て
は
、
除
雪
機
械
等
の
購
入
に

つ
い
て
は
該
当
し
ま
す
が
、
一
般

の
道
路
除
雪
は
補
助
を
受
け
て
い

ま
せ
ん
。

三
　
保
険
料
等
社
会
保
険
料
は
、
沼

田
市
と
編
入
合
併
し
た
場
合
、
沼
田

市
と
同
額
に
な
る
の
か
。

建
設
計
画
の
中
で
新
た
に
設
定

す
る
も
の
も
有
り
ま
す
が
、
原
則

的
に
は
沼
田
市
で
適
用
し
て
い
る

も
の
に
な
ら
い
ま
す
。
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第
五
区
に
栄
冠
！

第
四
十
六
回
片
品
村
民
運
動
会

第
四
十
六
回
片
品
村
民
運
動
会
が

九
月
十
九
日
（
日
）、
片
品
小
学
校

校
庭
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

九
月
に
し
て
は
暑
い
中
で
し
た
が

好
天
に
恵
ま
れ
、
保
育
園
児
の
遊
技
、

小
中
学
生
の
演
技
か
ら
始
ま
り
、
綱

引
き
、
区
対
抗
リ
レ
ー
と
役
員
、
係

員
の
ご
協
力
と
観
客
の
皆
さ
ん
の
応

援
や
声
援
を
得
て
最
後
ま
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
第
８
区
と
の
接
戦
を

7.5
点
差
で
制
し
第
五
区
が
２
大
会
ぶ

り
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

主
な
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

総
合
結
果

優
　
勝

第
五
区
二
一
〇
点

準
優
勝

第
八
区
二
〇
二
・
五
点

第
三
位

第
四
区
一
八
一
点

第
四
位

第
三
区
一
七
七
点

第
五
位

第
一
区
一
六
一
点

第
六
位

第
六
区
一
三
二
点

第
七
位

第
七
区
一
〇
〇
・
五
点

第
八
位

第
二
区
八
二
点

種
目
別
優
勝

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

第
八
区

六
十
ｍ
女
子

三
十
歳
代今

泉
み
ど
り(

３)

10
秒
18

四
十
歳
代星

野
恵
美
子(

３)

９
秒
17

五
十
歳
以
上
　

星
野
み
つ
子(

４)

10
秒
47

六
十
ｍ
男
子

四
十
歳
代星

野
　
　
勤(

８)

７
秒
78

五
十
歳
代戸

丸
　
　
浩(

３)

８
秒
74
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六
十
歳
以
上

高
橋
　
正
治(

１)

９
秒
66

玉
入
れ

第
五
区

二
百
ｍ
女
子

二
十
歳
未
満

小
須
田
菜
摘(

８)

30
秒
69

二
百
ｍ
男
子

二
十
歳
未
満

狩
野
　
恭
平(

４)
25
秒
39

二
十
歳
以
上

佐
藤
　
安
彦(

８)

28
秒
15

千
五
百
ｍ

星
野
　
和
昭(

６)

４
分
25
秒
15

抽
選
競
走
女
子

三
十
歳
代
　
　
笠
原
　
和
江(

５)

四
十
歳
代
　
　
笠
原
紀
美
子(

５)

五
十
歳
以
上
　
千
明
な
み
江(

４)

抽
選
競
走
男
子

三
十
歳
代
　
　
渡
辺
　
英
樹(

８)

四
十
歳
代
　
　
須
藤
　
育
美(

８)

五
十
歳
以
上
　
角
田
　
幸
司(

３)

消
防
団
出
動
競
走

一
組
　
　
　
　
星
野
　
将
志(

３)

二
組
　
　
　
　
井
上
憲
一
郎(

２)

婦
人
会
支
部
対
抗
玉
入
れ

第
五
区

百
ｍ
女
子

二
十
歳
未
満

後
藤
　
綾
香(

８)

14
秒
78

二
十
歳
代星

野
　
紀
子(

４)

15
秒
46

百
ｍ
男
子

二
十
歳
未
満

鏑
木
　
雄
太(

６)

11
秒
86

二
十
歳
代笠

原
　
勇
治(

５)

12
秒
59

三
十
歳
以
上

笠
原
　
昌
也(

５)

12
秒
81

役
員
リ
レ
ー

第
五
区

綱
　
引
　
き

第
一
区

区
対
抗
リ
レ
ー

女
子
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
区

男
子
　
　
　
　
　
　
　
　
第
五
区

選
手
並
び
に
役
員
、
係
員
の
皆
さ

ん
、
早
朝
よ
り
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
。

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�
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先
月
、
伊
香
保
国
際
Ｃ
Ｃ
で
開
催

さ
れ
た
第
30
回
群
馬
県
ア
マ
チ
ュ
ア

ゴ
ル
フ
選
手
権
を
制
し
た
梅
澤
さ
ん
。

ゴ
ル
フ
を
始
め
た
の
は
二
十
三
歳

の
時
、
友
人
二
人
と
そ
の
父
親
に
教

わ
っ
た
の
が
最
初
と
い
う
。

当
時
は
ス
キ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
し
て
指
導
の
傍
ら
県
ス
キ
ー

技
術
選
手
権
に
も
出
場
し
て
い
た
。

最
高
は
三
位
で
、
全
日
本
ス
キ
ー
技

術
選
手
権
に
も
二
度
選
ば
れ
た
ほ
ど

の
セ
ン
ス
が
あ
っ
た
。
そ
の
ス
キ
ー

も
ゴ
ル
フ
を
本
格
的
に
始
め
て
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
始
め
て
グ
リ

ー
ン
に
出
た
の
は
二
十
三
歳
。
一
緒

に
始
め
た
二
人
と
基
本
か
ら
教
え
て

く
れ
た
友
人
の
父
と
台
風
の
沼
田
ス

プ
リ
ン
グ
ス
Ｃ
Ｃ
へ
。
六
年
後
の
二

十
九
歳
か
ら
県
選
手
権
に
出
場
し
以

後
十
六
回
連
続
で
決
勝
へ
進
み
、
国

体
メ
ン
バ
ー
に
も
五
回
選
ば
れ
た
。

平
成
十
三
年
・
十
四
年
・
十
六
年

と
県
ア
マ
王
者
と
な
っ
た
が
、
冬
は

ク
ラ
ブ
を
握
ら
ず
家
業
に
専
念
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
吉
朗
さ
ん

が
尊
敬
す
る
人
は
、
ゴ
ル
フ
を
教
え

て
く
れ
た
越
本
の
笠
原
多
吉
さ
ん
。

「
特
に
マ
ナ
ー
を
厳
し
く
教
え
て
も

ら
っ
た
の
で
、
大
き
い
大
会
に
出
て

行
っ
た
時
に
楽
だ
っ
た
。」
と
、
当
時

を
振
り
返
り
ま
し
た
。
今
後
の
抱
負

を
聞
く
と
、「
長
く
ゴ
ル
フ
が
で
き

て
、
県
ア
マ
に
も
出
ら
れ
れ
ば
…
」
と

少
し
控
え
め
な
返
事
が
返
っ
て
き
た
。

来
年
か
ら
も
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

梅う
め

澤ざ
わ

吉よ
し

朗ろ
う

さ
ん

土
出
一
二
二

（
ア
マ
チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー
）

今
月
の
匠

▲うめやロビーにて

こ
の
ほ
ど
、
御
座
入
の
桑
原
隆
美

さ
ん
が
表
題
の
冊
子
を
発
刊
し
た
。

こ
の
冊
子
の
原
稿
は
、
月
夜
野
町
元

村
長
を
勤
め
ら
れ
た
後
閑
祐
次
さ
ん

が
書
き
、
ご
子
息
の
俊
祐
さ
ん
と
の

交
友
で
隆
美
さ
ん
に
原
稿
が
届
け
ら

れ
、
青
木
良
明
さ
ん
が
編
集
し
た
。

こ
の
記
に
よ
れ
ば
華
村
は
、
鍛
治

屋
の
現
在
は
星
野
堅
司
さ
ん
の
家
に

文
政
五
年
（
西
暦
一
八
二
二
年
）
に

生
ま
れ
る
。
通
称
は
圭
之
助
で
、
華

村
と
号
し
た
。
学
問
が
好
き
で
江
戸

に
行
き
、
佐
久
間
象
山
や
横
井
小
楠

な
ど
が
学
ん
で
い
た
佐
藤
一
斉
に
師

事
。
当
時
は
桜
田
門
事
件
や
寺
田
屋

騒
動
な
ど
事
件
が
続
く
。
こ
う
し
た

時
代
、
華
村
は
特
に
海
防
の
必
要
を

痛
感
、
登
城
途
中
の
、
老
中
（
現
在

の
国
務
大
臣
）
に
海
防
の
急
務
を
書

い
た
建
白
書
（
意
見
書
）
を
差
し
出

し
捕
ら
え
ら
れ
、
百
数
十
日
入
獄
後
、

許
さ
れ
て
花
咲
に
帰
っ
た
が
病
気
で

間
も
な
く
四
十
一
才
で
亡
く
な
っ
た

と
い
う
。
片
品
に
残
る
一
つ
の
歴
史

の
足
跡
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。又

、
こ
の
冊
子
の
関
係
さ
れ
た
皆

様
の
ご
努
力
に
感
動
し
ま
す
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

⑦

あなたは歩いていますか？
歩くことは、身体に負担をかけずにできる

有酸素運動です。ゆっくりと呼吸し大量の酸
素を摂取しながら継続して行う事で、筋肉に
酸素を取り込み、糖や脂肪を分解してエネル
ギーを作り出します。この時酸素をじっくり
大量に送り続けると、長時間の運動が続けら
れ、心肺機能が活性化し、血行もよくなり、
蓄積された脂肪がより分解されます。歩くこ
とにより次のような効果があります。

［心臓病］ 心臓から送られる一回の血液量が
増えるため心拍数が下がり心臓への負担が
減ります。

［高脂血症］ 血液の流れる量が増えるため悪
玉コレステロールが洗い流されます。

［骨粗相症］ 歩くことで無理なく骨に刺激が
加わり、骨が強化されます。

［糖尿病］ 血糖調節に必要なインスリンの働
きが活性化し、血糖値を下げ病気の進行を
抑えます。

［老化防止］ 歩くことで足の筋肉から脳細胞
へと刺激が伝わり脳の老化のスピードを遅
くします。

［ストレス解消］ 足の裏を刺激することで自
律神経が落ち着ききます。また、屋外を歩
くことで気分転換にもなります。

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�
国
保
だ
よ
り�

勤
皇
の
志
士
　
　

星
野
華
村

図書室だよ
り�

読んでみませんか

江戸の大店の若だんな一太郎は17
歳。一粒種で両親から溺愛されている
が身体が弱くすぐ寝込んでしまう。そ
んな一太郎を守るべく、手代に身を替
えた犬神・白沢、屏風のぞきや小鬼が
身の回りに控えている。
ある夜、ひとり歩きをした一太郎は

人殺しを目撃してしまう。あやかした
ちの力を借りて下手人探しにのりだ
す・・・
愛嬌たっぷり、愉快で不思議な妖怪

人情劇。そして第三弾！『ねこのばば』
えっ！？あの若だんながグレちゃっ
た？ドキドキしんみり、ほんわかハラ
ハラ。日本橋大店の若旦那・一太郎に
持ち込まれるは、難事件の数々。

＊火～金曜日午後1時̃5時開室
＊■はお休みです。
＊□はみやま号巡回日です。

図書室カレンダー 10/31～12/4

日 月 火 水 木 金 土
2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 2 3 4

10
31
11
１

12
１

『しゃばけ』・『ぬしさまへ』 畠中　恵 著

星野堅司さん　　　　桑原隆美さん
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Key words: キーワード：
election選挙　 vote 投票する　　　president 大統領　 senator 上院議員
current 現在の　in office 在職する　at a time 一度に　 prime minister 大統領
hold 保持する　 position 地位　　　leader 指導者　　　sometimes 時には

In a few weeks, America will have a very
important election. 
数週間のうちに、アメリカではとても重要な選挙を迎

えます。
We will vote on the next President of the United States. 
合衆国の次の大統領を選ぶ選挙です。
The winner may be Senator John Kerry or the current president,
George W. Bush.
ジョン・ケリー上院議員と現職の大統領ジョージ・W・ブッシュの戦い
です。
In the United States, elected presidents stay in office for four
years at a time. 
アメリカでは、当選した大統領の任期は４年です。
A Japanese Prime Minister, on the other hand, may hold his
position for a very short time. 
一方、日本の総理大臣はとても短期間で替わります。
I think it's important to give national leaders a chance to learn
how to do their jobs. 
国民のリーダーとなる人には、その職務について学習する機会を与える
ことが大切だと思います。
But, sometimes four years is too long for a country to have the
same leader!
しかし、同じ人物が４年間指導者を続けることが長すぎると感じること
も時にはあります。

Election Time 選挙
☆生涯学習講座関係
「古文書を読む会」

☆社会体育関係
・県民体育大会
・村民卓球大会

☆婦人会関係
・不用品福祉バザー
・ミニバレーボール大会

☆文化振興関係
・第38回片品村総合産業文化展

・芸能発表会
☆学校関係
・郡小中音楽祭
・片教研授業交流会（南小会場）

◇片小
・かがやき学習会、ＰＴＡ球技大
会

・個別面談
・学校保健委員会

◇北小
・学校１日公開日
・避難訓練

◇南小
・ニコニコ集会
・個別面談
・校内かるた大会

◇武尊根小
・持久走記録会（マラソン大会）
・人権月間
・避難訓練②
・授業参観、教育相談
・学校保健委員会②

◇片中
・片中文化の日
・振替休業日
・三者相談
・県中学校駅伝大会
・学校保健委員会
・避難訓練
・土曜授業参観、ＰＴＡ球技大会

・振替休業日

下旬

７・14日
14日

６日
23日

２・３日
３日

17日
22日

11日
15～19日

30日

５日
12日

12日
16日～19日

26日

２日
10～12月10日

11日
24～26日

29日

６日
８日

12～26日
13日
16日
19日

27日
29日

11月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。

7

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
六
年
九
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

秋
す
だ
れ
ど
れ
も
百
円
無
人
店

ふ
る
里
は
遠
き
日
の
ま
ま
吾
亦
紅

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

秋
蝉
や
ア
テ
ネ
の
聖
火
燃
え
尽
き
ぬ

早
生
林
檎
ほ
ほ
ば
る
媼
の
う
す
化
粧

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

メ
タ
ル
取
る
母
の
涙
や
秋
晴
る
る

秋
刀
魚
焼
く
母
と
娘
の
笑
ひ
声

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

越
後
路
や
駒
子
の
布
絵
乱
れ
萩

老
姉
妹
つ
む
ぎ
の
里
や
越
の
秋

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

一
つ
家
を
丸
の
み
に
し
て
虫
の
声

賽
銭
箱
小
銭
弾
ん
で
天
高
し

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

こ
う
ろ
ぎ
や
夕
靄
ま
と
ふ
邑
の
灯
よ

雲
垂
れ
て
虫
の
音
暮
れ
る
廃
牧
場

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

夜
の
し
じ
ま
め
く
る
ペ
ー
ジ
や
チ
チ
ロ

鳴
く

赤
蜻
蛉
目
で
追
い
歌
を
口
ず
さ
む

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

虫
す
だ
く
一
人
覚
め
い
る
夜
更
か
な

ス
ト
レ
ス
を
捨
て
に
試
歩
路
の
鳳
仙
花

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

吾
亦
紅
こ
の
指
と
ま
れ
赤
と
ん
ぼ

嬰
り
子
の
手
足
の
ば
せ
り
夏
座
敷

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

夜
長
な
る
伶
え
し
湯
町
を
夜
な
き
そ
ば

稗
抜
や
み
ぢ
ろ
ぐ
足
や
炎
天
下

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

新
盆
に
父
の
お
も
か
げ
夢
に
見
る

風
鈴
の
音
色
も
ゆ
か
し
夕
涼
み

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

草
食
ひ
し
戦
争
偲
ぶ
終
戦
日

ワ
レ
モ
コ
ウ
蝶
と
と
ん
ぼ
が
憩
い
を
り

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

秋
立
つ
や
病
む
身
が
野
良
に
立
ち
し
夢

さ
る
す
べ
り
働
か
ず
し
て
夏
が
行
く

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

風
軽
き
稲
穂
明
か
り
の
日
暮
れ
か
な

一
歩
二
歩
孫
の
危
ふ
し
盆
踊

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

晩
学
の
草
書
習
う
秋
の
夜

山
百
合
を
折
り
た
き
こ
こ
ろ
叱
り
け
り

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

時
雨
る
る
や
老
い
て
脆
き
の
爪
を
切
る

立
秋
と
思
へ
る
風
の
混
じ
り
お
り

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

朝
露
の
光
り
て
重
き
稲
の
出
穂

秋
の
雨
眠
り
の
深
き
朝
未
明
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一
　
趣
旨

昨
年
十
一
月
、
ぐ
ん
ま
文
化
の
日

事
業
と
し
て
、
片
品
村
を
舞
台
に

「
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
」
が

「
も
の
か
ら
こ
と
へ
そ
し
て
人
へ
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
開
か
れ
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
片
品
の
宝
を
探
し
に

た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
受
け
入
れ
準
備

を
通
じ
て
、
新
た
な
観
光
に
つ
い
て

の
可
能
性
の
発
見
や
、
各
地
区
の
住

民
・
関
連
団
体
・
行
政
の
連
携
に
よ

る
地
域
づ
く
り
・
村
づ
く
り
活
動
の

糸
口
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。今

年
は
、
片
品
で
映
画
を
見
る
、

語
る
と
い
う
こ
と
を
と
お
し
て
、

「
交
流
の
場
」
を
造
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
た

く
さ
ん
の
人
と
出
会
い
、
交
流
し
感

動
を
分
か
ち
合
い
、
そ
し
て
多
く
の

こ
と
を
発
見
し
な
が
ら
学
び
、
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
な
れ
ば
こ

ん
な
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
片
品
で
映
画
を
媒
体
と
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
的
に
開
催
す
る

こ
と
に
よ
り
、
片
品
の
財
産
で
あ
る

土
地
・
自
然
・
人
・
風
土
や
文
化
に

気
づ
き
発
見
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
う

い
っ
た
も
の
を
楽
し
む
こ
と
へ
、
そ

し
て
片
品
と
い
う
地
で
映
像
を
見

る
、
語
る
、
造
る
と
い
う
新
た
な
観

光
の
創
造
へ
と
、
可
能
性
を
広
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、「
映
画
で
ふ
ぉ
ー
ら
む
」

は
、「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
、
言
い
た

い
放
題
の
方
言
「
で
ほ
う
ら
く
」
と

を
重
ね
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。
映
画

を
種
に
、
言
い
た
い
放
題
と
言
っ
た

意
味
合
い
で
す
。

二
　
期
日

平
成
十
六
年
十
月
二
十
三
日
（
土
）

午
後
三
時
か
ら

三
　
場
所

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー

四
　
主
催

ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品

五
　
内
容

（
一
）
映
画
上
映

「
夕
映
え
の
道
」（
フ
ラ
ン
ス
映

画
、
二
〇
〇
一
年
、
九
〇
分
、

監
督
・
ル
ネ
・
フ
ェ
レ
）

「
パ
ン
と
裏
通
り
」(

イ
ラ
ン
映
画
、

一
九
七
〇
年
、
十
二
分
、
監
督

ア
ッ
バ
ス
・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
）

（
二
）
フ
ォ
ー
ラ
ム

片
品
村
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ロ
ビ

ー
及
び
屋
外
で
、
片
品
村
の
食

を
味
わ
い
な
が
ら
、
映
画
に
つ

い
て
言
い
た
い
放
題
語
り
合
っ

て
く
だ
さ
い
。

六
　
入
場
料
金

五
〇
〇
円
（
高
校
生
以
下
三
〇
〇
円

小
学
生
以
下
無
料
）

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
簡
単
な
飲
み
物
や

食
べ
物
の
お
も
て
な
し
を
用
意
し
て

い
ま
す
。

七
　
協
力

高
崎
映
画
祭
事
務
局
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

た
か
さ
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
シ
ネ
マ

八
　
後
援

群
馬
県
・
ぐ
ん
ま
文
化
会
議
・
片
品

村
・
片
品
村
教
育
委
員
会
・
片
品
村

観
光
協
会
・
片
品
村
農
業
協
同
組

合
・
片
品
村
商
工
会
・
片
品
村
森
林

組
合

九
　
問
い
合
せ

ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
・
片
品
事
務
局

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
内
）

1
（
五
八
）
二
一
一
二
　

九
月
三
十
日
（
木
）
片
品
村
「
小

さ
な
自
治
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

七
月
に
委
員
会
を
設
立
し
て
以

来
、
四
回
の
検
討
会
を
経
て
、「
役

場
職
員
の
地
域
担
当
制
」、「
地
域
自

治
計
画
の
策
定
」
に
つ
い
て
の
具
体

的
な
内
容
を
決
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

今
後
、
役
場
の
係
長
以
上
の
職
員

が
各
区
の
担
当
と
な
り
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
協
働
し
て
、
地
域
の
計
画
づ

く
り
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。皆

様
の
ご
協
力
と
積
極
的
な
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

第
四
回
「
小
さ
な
自
治
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た

ぐ
ん
ま
・
文
化
観
光
社
・
片
品
２
０
０
４

「
映
画
で
ふ
ぉ
ー
ら
む
」

―
花
の
谷
で
映
画
を
ひ
と
つ
み
ま
せ
ん
か
。

忘
れ
て
い
た
「
風
」
が
体
の
中
に
よ
み
が
え

り
ま
す
。
―

今年も片品村（Eva）と利根村（Shannon）のALTによる
英会話教室を開催しています。第５回目は下記のとおりです。

１　日　時 平成16年11月10日（水曜日）
午後７時から９時
その後、毎月１回、第１あるいは第２水曜日

２　場　所 利根村若者定住センター（役場隣）３階
３　参加者 片品村か利根村に住んでいるか仕事を持ってい

る人なら誰でも可。レベルは問いません。
４　参加費 ２００円（１回あたり）
５　申込先 それぞれの教育委員会事務局

締切　11月４日（木）
前回（10月）の教室で今回（11月）の申込を済
ませた方は改めて申し込む必要はありません。
前回参加して申込んでない方はもう一度申込み
が必要です。

今月のテーマ　"To Your Health!"
身体の調子や病気のことを英語で話す練習をし
ます。

★ English Night for All ★�
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東
京
町
田
市
在
住
の
杉
本
憲
一
さ

ん
（
日
本
作
曲
家
協
会
々
員
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
町
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
）
よ

り
歌
曲
「
尾
瀬
に
行
こ
う
よ
」
の
紹

介
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
詩
は
氷
川
き
よ
し
さ
ん
、
小
林

旭
さ
ん
等
の
歌
を
作
っ
て
い
る
ア
ベ

イ
チ
ロ
ー
さ
ん
で
す
。
ア
ベ
さ
ん
が

一
九
九
三
年
日
本
歌
謡
曲
集
に
掲
載

し
た
も
の
を
杉
本
さ
ん
が
曲
を
付

け
、「
花
と
平
和
と
緑
の
歌
」（
杉
本

憲
一
編
集
）
と
い
う
歌
曲
集
の
中
に

掲
載
し
て
あ
る
も
の
で
す
。

こ
の
歌
は
尾
瀬
に
行
っ
て
、
都
会

に
住
ん
で
い
る
人
達
の
生
活
の
ス
ト

レ
ス
を
取
っ
て
、
明
日
の
希
望
に
向

か
っ
て
生
き
て
い
こ
う
と
い
う
歌
で

す
。

尾
瀬
に
行
こ
う
よ

ア
ベ
・
イ
チ
ロ
ー
作
詞

一
　
も
し
も
生
活

く
ら
し

に
疲
れ
た
ら

尾
瀬
に
行
こ
う
よ

そ
し
て
木
道
を
歩
こ
う
よ

爽
や
か
な
空
気
を
吸
え
ば

朝
日
に
霧
が
晴
れ
る
よ
う
に
都

会
の
疲
れ
も
消
え
て
ゆ
く
よ

体
に
力
が
涌
い
て
く
る
よ

二
　
も
し
も
心
が
汚
れ
た
ら

尾
瀬
に
行
こ
う
よ

そ
し
て
水
芭
蕉
愛め

で
よ
う
よ

人
の
世
の
悩
み
を
忘
れ

清
水
に
指
を
浸
す
時

心
の
汚
れ
も
消
え
て
ゆ
く
よ

優
し
い
笑
顔
が
戻
っ
て
く
る
よ

三
　
も
し
も
望
み
が
欲
し
い
な
ら

尾
瀬
に
行
こ
う
よ

そ
し
て
鳥
た
ち
と
歌
お
う
よ

夕
空
の
浮
雲
追
え
ば

瞳
に
か
げ
る
寂
し
さ
も

大
空
は
る
か
に
消
え
て
ゆ
く
よ

生
き
て
く
希
望
が
涌
い
て
く
る

よ

【
社
長
さ
ん
　
あ
な
た
の
義

務
で
す
　
労
働
保
険
】

労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保

険
）
は
、
政
府
が
管
理
、
運
営
し
て

い
る
強
制
的
な
保
険
で
あ
り
、
原
則

と
し
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ

歌
曲
「
尾
瀬
に
行
こ
う
よ
」
紹
介

加
入
し
て
い
ま
す
か

労
働
保
険
！

十
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す

て
い
れ
ば
、
事
業
主
は
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
を
と
り
、
労
働
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

労
災
保
険
は
、
労
働
者
が
業
務
上

ま
た
は
通
勤
途
上
で
の
災
害
に
よ
り

ケ
ガ
や
病
気
な
ど
に
な
り
、
さ
ら
に

死
亡
し
た
場
合
に
、
本
人
ま
た
は
遺

族
に
対
し
て
必
要
な
保
険
給
付
な
ど

を
行
う
制
度
で
す
。

雇
用
保
険
は
、
労
働
者
が
失
業
し

た
場
合
に
、
そ
の
者
の
生
活
の
安
定

と
就
職
活
動
を
応
援
す
る
た
め
に
必

要
な
保
険
給
付
を
し
た
り
、
事
業
主

に
は
雇
用
に
関
し
て
各
種
助
成
金
な

ど
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

な
お
、
事
業
主
が
故
意
ま
た
は
重

大
な
過
失
に
よ
り
、
労
働
保
険
の
保

険
＋
関
係
成
立
届
け
を
提
出
し
て
い

な
い
期
間
中
に
労
働
災
害
が
生
じ
労

災
保
険
給
付
を
行
っ
た
場
合
、
遡
及

し
て
労
働
保
険
料
を
徴
収
す
る
ほ
か

労
災
保
険
給
付
に
要
し
た
費
用
の
一

部
を
徴
収
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。加

入
手
続
き
・
保
険
料
負
担
等
、

ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、
公
共
職

業
安
定
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
公
共
職
業
安
定
所

1
（
二
二
）
八
六
〇
九

沼
田
労
働
基
準
監
督
署

1
（
二
三
）
〇
三
二
三

片品おやこ劇場第39回公演
西川禎一「おひとり座」

一人語り、一人芝居、たったひとりでつくり
出す大きな舞台。おひとり座「出会いの一人旅」
幼児からみられます。
日　時 平成16年10月30日（土）

開演　午後２時30分から
会　場 鎌田住民センター
問い合わせ 片品おやこ劇場1５８－２３４８

いつでも入会できます。

日　時 平成16年10月23日（土）
午前10時～午後３時

会　場 花咲森のキャンプ場
主　催 群馬県自治ネットワーク沼田グループ
申込・問合わせ 沼田行政事務所総務経済部

ピザ焼き体験係　
1２２－４３３８

参加費 大人１５００円
小人１０００円（４歳以上）
おやこ・友達参加大募集　

食と地球と友達と
―みんなでつくる石釜ピザ焼き―

杉本憲一さん
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行
政
相
談
週
間
は
行
政
相
談
制
度

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の

利
用
の
促
進
を
図
る
た
め
に
、
総
務

省
が
定
め
た
も
の
で
す
。

総
務
省
で
は
、
住
民
の
皆
様
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
民
間
の
有

識
者
の
方
を
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

し
、
道
路
、
登
記
、
農
地
転
用
、
年

金
な
ど
、
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
の

苦
情
や
意
見
・
要
望
等
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
片
品
村
を
担
当
し
て
い

る
行
政
相
談
委
員
は
越
本
の
入
澤
里

子
さ
ん
で
す
。
1（
五
八
）三
一
四
一

行
政
相
談
委
員
が
行
政
相
談
週
間

行
事
と
し
て
、
十
月
十
九
日
火
曜
日

に
役
場
内
一
階
村
民
室
に
お
い
て
午

後
一
時
三
十
分
か
ら
三
時
三
〇
分
ま

で
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま

す
。
こ
の
相
談
所
で
は
、
役
所
の
仕

事
に
つ
い
て

☆
納
得
で
き
な
い
。

☆
テ
キ
パ
キ
と
や
っ
て
も
ら
え
な
い

☆
ど
う
し
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

な
ど
の
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
に
応
じ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。 行

政
相
談
週
間

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
に
あ
っ

た
方
や
様
々
な
悩
み
事
を
抱
え
る
方

か
ら
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

女
性
の
方
に
は
、
ご
希
望
に
応
じ

て
女
性
警
察
官
や
女
性
職
員
が
お
話

を
伺
い
ま
す
。

相
談
窓
口
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
警
察
安
全
相
談
　
　
　
　

1
０
２
７
―
２
２
４
―
８
０
８
０

◇
性
犯
罪
相
談
　
　
　
　
　

1
０
２
７
―
２
２
４
―
４
３
５
６

◇
犯
罪
被
害
者
相
談
　
　
　

1
０
２
７
―
２
２
１
―
７
７
７
７

◇
少
年
の
悩
み
相
談
　
　
　

1
０
２
７
―
２
５
４
―
３
７
４
１

◇
暴
力
団
犯
罪
等
の
相
談
　

1
０
２
７
―
２
２
３
―
９
３
８
６

犯
罪
被
害
者
給
付
制
度

通
り
魔
殺
人
な
ど
、
故
意
の
犯
罪

行
為
に
よ
り
不
慮
の
死
を
遂
げ
た
被

害
者
の
遺
族
や
、
身
体
に
重
傷
を
負

っ
た
り
、
傷
害
や
重
傷
を
負
っ
た
り
、

傷
害
が
残
っ
た
被
害
者
の
た
め
に
、

国
が
給
付
金
を
支
給
す
る
「
犯
罪
被

害
者
給
付
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
問
い
合
わ
せ
先

◇
群
馬
県
警
察
本
部
　
被
害
者
支
援

室
1
０
２
７
―
２
４
３
―
０
１
１
０

被
害
者
相
談
窓
口

被害者相談窓口

10
月
18
日
（
月
）
か
ら

24
日
（
日
）
ま
で

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

国
民
年
金
の
被
保
険
者
で
、
農
業
や
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
の
「
第
１
号

被
保
険
者
」
は
、
月
額
一
三
、
三
〇
〇
円
の
保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受
け
取
る

年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
万
が
一
事

故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
の
障
害
年
金
や
、
一
家
の
働
き
手
が
亡
く

な
っ
た
と
き
の
遺
族
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
て
い
る
人
は
早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
保
険
料
の
納
付
は
毎
月
自
動
的
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
さ
れ
る

「
口
座
振
替
」
が
便
利
で
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
保
険
料
の
半
額
免
除
が
承
認
さ
れ
て
い
る
方
は
、
残
り
の
半
額

を
納
付
し
な
い
と
未
納
と
同
じ
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

『職場を支えるあの人の
最低賃金だいじょうぶ？』

＊平成16年度の群馬県最低賃金が改正に

なりましたので、平成16年10月１日から

改正後の最低賃金が適用になります。

＊群馬県最低賃金は群馬県で働くすべて

の労働者、その使用者に適用されますが、

他に産業別（鉄鋼・一般機械・電気・輸

送）最低賃金が定められております。

＊精神的・身体的な理由から最低賃金を

一律に適用すると雇用機会を狭くする可

能性がある労働者の場合等は、使用者が

労働局長の許可を受けることを条件に、

最低賃金の適用除外が個別に認められて

おります。

詳しくは、

群馬県労働局労働基準部賃金室（前橋

市大渡町1－10－7）

1 027－210－5005

又は、最寄りの労働基準監督署へお問

い合わせください。

平成16年度 自衛官採用試験のお知らせ

１時間　６４５円

◎自衛官生徒募集

s受験資格：中卒（見込含）17歳未満の男子

s受付期間：平成16年11月１日～平成17年１月11日

s一次試験日：平平成１７年１月１５日

群馬地連ホームページアドレス

http://www.gunma.plo.jda.go.jp

※詳しいことは、自衛隊沼田募集事務所　1２３－４１１１まで
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「
い
ろ
は
」
で
は
、
家
庭
で
過
ご

さ
れ
て
い
る
介
護
認
定
さ
れ
た
方
が

入
浴
・
食
事
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

利
用
者
の
交
流
の
場
と
し
て
機
能
回

復
、
維
持
を
目
的
と
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

「
い
ろ
は
」
で
は
、
介
護
認
定
を

受
け
ら
れ
て
い
る
方
、
こ
れ
か
ら
受

け
ら
れ
る
方
、
ま
た
そ
の
家
族
の
方

に
常
時
見
学
し
て
頂
け
ま
す
。
希
望

者
に
は
、
無
料
体
験
を
行
っ
て
お
り

ま
す
の
で
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
介
護
保
険
の
こ
と
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
無
料
相
談
も

行
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ

一
同
は
、
介
護
に
つ
い
て
皆
さ
ん
と

一
緒
に
考
え
る
場
所
づ
く
り
を
提
供

し
ま
す
。

場
所

片
品
村
鎌
田
４
１
８
０-

２

連
絡
先

1
５
８
―
６
１
２
１

十
一
月
一
日
（
月
）、
二
十
年
ぶ

り
に
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
の
お
札
（
一

万
円
券
、
五
千
円
券
、
千
円
券
の
三

種
類
）
が
発
行
さ
れ
、
肖
像
は
、
そ

れ
ぞ
れ
福
沢
諭
吉
、
樋
口
一
葉
、
野

口
英
世
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

新
券
が
発
行
さ
れ
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
お
札
は
今
ま
で
通
り
使
え
ま
す
。

不
明
な
点
は
日
本
銀
行
前
橋
支
店

ま
で
。

1
０
２
７
―
２
２
５
―
１
１
１
１

新
し
い
お
札
が

発
行
さ
れ
ま
す

「
い
ろ
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

▽
期
日

十
月
二
十
三
日
（
土
）
二

十
四
日
（
日
）

▽
時
間

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

ぐ
ん
ま
情
報
化
フ
ェ
ア

に
お
越
し
く
だ
さ
い

い
よ
い
よ
十
月
十
六
日
（
土
）
か

ら
十
九
日
（
火
）
ま
で
「
ぐ
ん
ま
発

の
応
援
歌
」
を
テ
ー
マ
に
「
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
（
第
十
七
回
全
国

健
康
福
祉
債
群
馬
大
会
）」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

二
十
三
市
町
村
を
会
場
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
二
十
五
種
目
の
交
流
大
会

に
は
全
国
か
ら
来
県
す
る
一
万
人
の

選
手
が
参
加
し
ま
す
。
本
村
も
マ
ラ

ソ
ン
交
流
大
会
と
し
て
各
都
道
府
県

選
手
・
一
般
参
加
者
合
わ
せ
て
７
８

６
名
が
来
村
し
ま
す
。
地
元
小
中
高

生
３
２
５
名
も
各
コ
ー
ス
を
走
り
ま

す
の
で
、
温
か
い
「
お
も
て
な
し
」

と
元
気
の
良
い
声
援
を
送
っ
て
く
だ

さ
い
。

▽
会
場

県
庁
一
階
県
民
ホ
ー
ル

（
前
橋
市
大
手
町
）

▽
内
容

最
新
の
Ｉ
Ｔ
関
連
機
器
を

紹
介
す
る
「
ハ
イ
テ
ク
機
器
展
示
コ

ー
ナ
ー
」、
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
Ｇ
Ｉ

Ｓ
・
パ
ソ
コ
ン
入
力
を
体
験
で
き
る

「
Ｉ
Ｔ
体
験
コ
ー
ナ
ー
」、
県
警
や
障

害
者
団
体
の
情
報
化
へ
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
「
テ
ー
マ
別
展
示
コ
ー

ナ
ー
」、
市
町
村
等
の
取
り
組
み
を

紹
介
す
る
「
ｅ
ま
ち
づ
く
り
コ
ー
ナ

ー
」、
県
内
の
大
学
生
の
取
り
組
み

を
紹
介
す
る
「
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
ー
ナ

ー
」、
豪
華
景
品
の
当
た
る
「
お
楽

し
み
抽
選
コ
ー
ナ
ー
」、
マ
ル
チ
ビ

ジ
ョ
ン
前
で
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

▽
対
象

県
民

▽
入
場
料

無
料

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
情
報
政
策

課
（
1
０
２
７-

２
２
６-

２
３
３
２

・

1
０
２
７-

２
２
４-

２
８
１
２
）

十
月
二
十
八
日
は
、
群
馬
県
民
の

日
で
す
。
こ
の
日
を
中
心
に
県
内
各

地
で
イ
ベ
ン
ト
や
施
設
の
無
料
（
割

引
）
解
放
が
行
わ
れ
ま
す
。

県
で
は
こ
れ
ら
の
情
報
が
す
べ
て

分
か
る
「
知
っ
得
ガ
イ
ド
」
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
を
片
手
に
皆

さ
ん
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

▽
無
料
開
放
施
設

県
立
歴
史
博
物
館
、
県
立
近
代
美

術
館
、
県
立
自
然
史
博
物
館
、

県
立
ぐ
ん
ま
天
文
台
な
ど

▽
ガ
イ
ド
配
布
場
所

役
場
む
ら
づ
く
り
観
光
課

県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先

県
庁
県
民
セ
ン
タ
ー

1
０
２
７-

２
２
６-

２
２
６
２

今
月
開
催
！

「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ぐ
ん
ま
」

十
月
二
十
八
日
は
、

ど
こ
に
行
っ
て
あ
そ
ぶ
？

選
手
の
所
属
都
道
府
県

〜
ミ
ニ
知
識
☆
国
体
☆
〜

選
手
は
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
都
道
府
県
か
ら
出
場
で
き
ま
す
。

①
　
現
住
所

②
　
勤
務
地

③
　
卒
業
中
学
ま
た
は
卒
業
高
校
所

在
地

③
は
来
年
の
第
六
十
回
大
会
か
ら
成

年
選
手
の
区
分
で
導
入
さ
れ
る
「
ふ

る
さ
と
選
手
制
度
」
で
す
。
社
会
人
、

大
学
生
を
問
わ
ず
卒
業
中
学
ま
た
は

卒
業
高
校
の
所
在
地
か
ら
出
場
で
き

ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
り
、
県
外
の

高
校
に
進
学
し
た
選
手
で
も
、
本
県

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。



梅
澤
　
信
洋
　
女
　
眞
　
心
　
土
　
出

星
野
　
英
二
　
男
　
功
之
介
　
須
賀
川

鏑
木
　
武
幸
　
女
　
　
葵
　
　
土
　
出

桑
原
　
　
豊
　
男
　
洸
　
太
　
東
小
川

オ
ー
バ
ー
ヘ
イ
ム
　
容
子
　
女

美
佳
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ン
　
土
　
出

�
橋
　
卓
也
　
男
　
賢
　
太
　
下
　
平

(((

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
五
人

萩
原
　
伊
平
　
七
三
歳
　
戸
　
倉

佐
藤
　
正
三
　
二
九
歳
　
花
　
咲

倉
田
　
喜
一
　
八
〇
歳
　
東
小
川

星
野
　
亀
太
　
八
九
歳
　
土
　
出

須
藤
　
　
剛
　
八
三
歳
　
東
小
川

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届
出

の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
六
人

八
月
二
十
日
〜
九
月
十
九
日

ま

な

か

こ
う
の
す
け

あ
お
い

こ
う
　
　
た

け
ん
　
　
た

み

か

将来どんな人になって
ほしいですか

ちゃん（H15．11．７生）

萩原和典・礼子さん（土出）のお子さん

命名 成 美
いくつか候補が

あった中で、一番
字画と響きが良か
った“成美”とい
う名をつけました。

とにかく健康で
周囲の人々を和ま
せる、笑顔の素敵
な女性になって欲
しいです。

なる　 み

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
1
1
0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

■父：一也さん　母：二子さん
■職業は何ですか：片品農協に勤めています。
■趣味は何ですか：音楽を聴く・歌うことです。
■片品をどう思いますか？、又、どうしたいですか
：自然豊かで夜空の澄んだ素敵な場所だと思います。
この素晴らしい自然を生かして、もっと誰にでも親
しみの持てる村にできたら良いと思います。

■好きな異性のタイプ：明るく楽しい人。それでいて
一緒にいて落ちつける人。

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

10
／
９
〜
24

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
十
二
社
中

展
示
会
（
各
地
）

10
／
16

岡
田
修
津
軽
三
味
線
コ
ン
サ
ー

ト
（
音
昌
寺
）

10
／
17

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
大

会片
品
村
収
穫
感
謝
祭
（
農
産
物

集
配
セ
ン
タ
ー
）

10
／
23

映
画
で
ふ
ぉ
ー
ら
む
（
文
化
セ

ン
タ
ー
）

10
／
30
〜
11
／
７

童
心
作
陶
展
（
花
咲

の
湯
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
）

11
／
１

猿
追
い
祭
り
（
花
咲
武
尊
神
社
）

11
／
２
･
３

総
合
産
業
文
化
展
（
役
場
・

文
化
セ
ン
タ
ー
）

11
／
８

片
品
芸
能
鑑
賞
会
　
（
文
化
セ

ン
タ
ー
）

11
／
20
・
21

第
３
回
大
白
祭
り
（
農
産

物
集
配
セ
ン
タ
ー
・
大
白
村
）

10月９日（土）内田病院
10日（日）国立沼田病院
11日（月）利根中央病院
16日（土）利根中央病院
17日（日）月夜野病院
23日（土）国立沼田病院
24日（日）沼田脳神経外科

10月30日（土）利根中央病院
31日（日）月夜野病院

11月３日（水）内田病院
６日（土）内田病院
７日（日）国立沼田病院
13日（土）沼田脳神経外科
14日（日）利根中央病院

◆休日の病院◆

12

ミ
ニ
情
報

村　県　民　税　　第３期
国民健康保険税　　第７期

納期は11月１日（月）です

今月の�
  納期は�

No.100

星 野 麻 美さ
ん 御座入（21才）

ほし　 の　 あさ　 み

広報かたしな H16. 10

窓
　
口
　
か
　
ら�

○
星
　
野
　
博
　
満

東
小
川

小
　
野
　
雅
　
子

前
橋
市

○
日
　
向
　
富
　
男

岩
手
県

千
　
明
　
文
　
子

東
小
川

○
萩
　
原
　
　
　
誠

土
　
出

黒
　
澤
　
美
千
代

前
橋
市

(

◆
結
婚
さ
れ
た
方
々
　
四
組

○
小
野
澤
　
正
　
貴

玉
村
町

星
　
野
　
江
　
里

鎌
　
田

花
咲
の
星
野
恵
美
子
さ
ん
が
、
十

月
二
日
付
で
群
馬
県
教
育
委
員
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

恵
美
子
さ
ん
は
、
村
内
小
中
学
校

で
十
一
年
間
教
壇
に
立
ち
、
平
成
五

年
三
月
退
職
後
は
、
子
育
て
と
家
業

の
傍
ら
花
咲
地
区
の
む
ら
づ
く
り
推

進
委
員
会
・
花
推
進
委
員
会
の
両
事

務
局
、
片
品
村
景
観
審
議
会
委
員
と

地
域
づ
く
り
、
む
ら
づ
く
り
に
尽
力

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
リ
ポ
ー
タ
ー
、
読
売
新

聞
地
域
リ
ポ
ー
タ
ー
と
活
躍
中
で

す
。
村
民
運
動
会
で
見
せ
た
パ
ワ
ー

で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

���
���
���
���第54回全国高等学校スキー大会

（Ｈ17.２.５～９）

まであと 118日（10月10日現在）

星
野
恵
美
子
さ
ん

群
馬
県
教
育
委
員
に
就
任ご協力をお願いします




